
◆三鷹市内の新型コロナウイルス感染者情報 
東京都公表 新規感染者 ５/２３ ３５人、 ５/２２ ４５人 

（入院中 1３８人、宿泊療養２３人、自宅療養３４３人） 

1日あたり市内新規感染者数は若干減少しています。 

◆ウクライナからの避難者の受け入れ 
三鷹市は、避難者を受け入れ、在住者は、23 人（12 世

帯）になっています。避難者の皆さんが安心して生活できる

ように、三鷹国際交流協会（MISHOP）と連携しながら、きめ

細かで多様な取り組みを市は推進するとしています。MISHOP では、日本での社会参

加の促進や居場所の提供などを行うとのことです。私も、MISHOPの評議員をさせて

いただいておりますが、できるだけのご支援をしたいと思います。 

◆市民参加でまちづくり協議会の現状報告 
1 月以降、各グループは、研究テーマにおける課題や解決策等について議論し、3 月

に政策テーマを決定したとのことです。今後は、市職員との意見交換や団体へのヒアリ

ングを実施して、政策テーマについての議論を深めるとのことですが、ワークショップ

やアンケート等の市民参加の実践も行われるようです。なお、第 2 回目の全体会が、7

月16日（土）14：30～17：30、三鷹産業プラザで開催されます。市民の傍聴も可能と

のことですので、この機会にぜひご参加ください。 

◆三鷹市適正事務管理制度がスタートしました 
  三鷹市は、①事務の効率的かつ効果的な遂行、②財務報告等の信頼性確保、③事務
に関わる法令等の遵守、④資産の保全を目的に基本方針を定め、適正事務管理制度の

運用を開始します。令和4年度の具体的な取り組みは、財務に関する事務を中心に、全

庁的な体制に関わる課題の洗い出し・改善策の策定や業務レベルのリスク対応策の整

備が中心となるようです。 
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おばた和仁事務所 



おばた和仁と三鷹を育てる会 

明日の三鷹を育てるために、市議会

議員おばた和仁の「市民参加のまち

づくり活動」を応援してくださる方を

募集しています。 

おばた和仁は、「Machi まちづくりの

専門家」も目指します。三鷹市在住の

方を中心に、どなたでもご入会いた

だけます。 

入会金は年間 500円です。 

 

立憲民主党に参加して下さい！ 

協力党員（サポーターズ）を募集して

います。党費年間 2,000 円（広報紙

含まず）です。 

党代表選挙において、協力党員の投

票が実施される場合の投票権がござ

います。立憲民主党には、あなたが必

要です。 
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毎朝の街宣活動（7：00～8：30） 

 

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

吉祥寺駅 ※ 武蔵境駅 ※ 三鷹駅南口 

※火曜日、木曜日は、三鷹駅北口・井の頭公園駅・三鷹台駅・仙川駅・つつじヶ丘駅で実施しています。 
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個別面談会を事務所で毎週実施しています。 
コロナ禍により、定期的に実施していた市政報告会は現在中止していますが、個別面談方式のお

はなし会は、以下の日時で原則、毎週実施しています。当方は、女性スタッフと 2 名でお待ちし

ていますので、事前予約（電話またはメールで）の上、お気軽にお越しください。 

毎週月曜日・火曜日・木曜日（最大 1 時間を目安に実施中。内容はなんでも構いません！） 

午前 10 時～午後 14 時（留守のことも多く、事前予約をお願いします。） 

場所 おばた和仁事務所 三鷹市上連雀６－４－１ウェーブビル 1 階 

携帯電話 ０８０－３０４６－０７４１、Male✉ smalflag@gmail.com 

おばた和仁市議 1期目の実績 

2019年の初当選以来、私が市議会で質問した、以

下の指摘や要望が実現しました！ 

 

■川上郷自然の村台風損害の共済金認定誤りを指

摘。市が受け取れる共済金が増額しました 

（6,800万円アップすることになりました） 

■利用頻度の低い赤字の市営駐輪場の見直しを主張 

（採算性が悪い 1カ所を閉鎖することになりまし

た！） 

■助成事業の見直しを主張 

（費用対効果の観点から、TSマーク付帯保険助成事

業が廃止となりました！） 

■コミバスの赤字解消のため路線の見直しを主張 

（コミバスの社会実験が 2022年秋から開始される

ことになりました） 

■地域こどもクラブの活動日数を増やすことを主張 

（一部地域の地域こどもクラブ事業の活動日が増え

ました） 

■小中学生にひとり一台端末の早期配備を主張 

（コロナ対策もあり予定より早く実現しました！） 

■三鷹のふるさと納税に返礼品制度開始を主張 

（ようやくですが、実現しました！） 

■大沢地区でのスーパーマーケットの必要性を主張 

（市の計画案に初めて同内容が盛り込まれました！） 

■子ども人権条例制定、同性パートナシップ制度創設

を主張 

（三鷹市人権基本条例の制定検討が開始しました！） 

 

 


